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１．研究計画の概要 
(1) 本研究は，1991年のソ連邦崩壊後に，キ
ルギス共和国とタジキスタン共和国が独立
したことによって，これら両国の山岳地域
（パミール高原地域）で，どのような社会変
容が生じているのかを明らかにし，その結果
として，どのように自然環境資源が消費・搾
取・枯渇しているのかを明らかにし，そのう
えで持続的自然環境資源の利用を推進させ
るために，どのような方策が考えられるのか
を明らかにすることを目的としている。 
(2) 具体的には，自然環境資源の持続敵利用
と保全を進めるために，ジオエコツーリズム
の導入を考える。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) タジキスタン北東部カラクル湖周辺にお

いて，衛星画像解析・DEM作成，ならびに地

形学図の作成を行った。この地形学図と現地

調査によって，カラクル湖集水域の地形発達

史と氷河の消長との関係を明らかにした（小

松哲也の博士論文研究）。この成果はジオエコ

ツーリズム資源の一つとして利用可能である

。 
(2) ２地域について，文献調査・統計資料調
査を中心に自然保護制度についての整理を
行った。現地では，ソ連邦崩壊後の産業構造
変化の聞き取り調査（特に農業と牧畜業），
観光・野生動物・生活などに関するアンケー
ト調査（両地域で 3 回にわたって，約 1,100
部配布）を行った。牧畜に関しては，ソ連邦
時代から現在に至るまでの土地利用変化を
図化した。 
(3) 野生動物調査については，現地調査・ア
ンケート調査を行ったところ，オオカミによ

る家畜への被害がキルギス南部およびタジ
キスタン北東部できわめて深刻であること
がわかった。アイベックスおよびマルコポー
ロシープの違法狩猟の実態についても調査
を行い，保護制度上の問題点を明らかにした。 
(4) キルギス側で，ツーリズムによってもた
らされる収入の地元への貢献度についての
聞き取り調査および家畜移牧による土地荒
廃についての調査，ジオエコツーリズム資源
としての地名調査などを行った 
(5) ジオエコツーリズムの現状理解とその改
善を目的として，合計５つの谷でジオエコツ
アー開発の可能性について直接観察を行っ
た。 
(6) 地域の経済の持続性に関して現地調査を
行い，農業の持続性を高めるため地域内流通
網の構築を提言した（レンバ・ガウナビナカ
の修士論文研究）。 
(7) サブ調査地域として，タジキスタン南部
ワハン回廊およびキルギスタン東部サリチ
ャト・エルタシ保護区で野外調査を行った。
ワハン回廊では，農業と観光インフラについ
ての調査を行い，経済への観光の影響が急速
に顕在化し始めたことを明らかにした。さら
にサリチャト・エルタシ保護区では，マルコ
ポーロシープの行動圏についての予察調査
および保護区管理官から聞き取り調査を行
い，今後の調査展開の基礎とした。 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
（理由）ソ連邦崩壊後に生じた環境への影響
とソ連邦時代に生じていたと考えられる影
響を分離することができ，現在の問題点を明
確にすることができた。中央アジアでの土地
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荒廃は，多くの場合ソ連邦崩壊後に生じたも
のと考えられているが，調査地域においては，
むしろソ連邦時代に発生したものであるこ
とが理解できた。この視点は，既存研究には
なかったものである。さらに，本研究の計画
を超えた新たな問題点の発掘にまで至って
いる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) これまでの成果に基づき，あらたに明ら
かになった問題点について 2010 年 10 月に最
終年度前年度申請を行い，採択されたため，
今後 4年間をかけて，さらに中央アジアの持
続的な社会の構築に向けた研究を進めてい
く。 
(2) 本来，最終年度（今年度）にまとめる計
画であったジオエコツーリズムマップにつ
いては，地元社会への研究成果還元の一手段
としての重要性から，改良を加えたうえで，
出版を予定している。 
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